
１ 　第 ３学年における地図指導の成果を踏まえて
　地図の活用を意図的に学習活動に組み込むことで，子
どもの社会的な見方を育成することができる。例えば，
地図を活用することで，対象とする地域の位置関係や距
離関係を正確に捉えさせることができる。さらに，土地
利用図や分布図といった主題図を活用することで，地域
の特色を把握させることができる。このように，地図に
は多様な情報が組み込まれており，問題解決に必要な情
報を収集することができるツールとなる。その点を授業
者は踏まえて，社会科入門期における地図指導におい
て，地図の利便性を実感させるとともに，地図の役割や
使い方などを理解させるために，身近な地域の地図を

「読む」，「描く」といった学習活動をスパイラルに展開
していくことが重要である。
　また，地図の活用を学習活動に組み込むことで，社会
事象を捉える社会的な見方が育成されるとともに，子
どもの社会認識が形成されることも分かった。加えて，
地域の特色を把握させる学習活動は，子どもに共通点や
相違点を発見させるために，複数の情報を比較させるこ
とをうながし，子どもの思考力も育成されることを明ら
かにした 1）。
　筆者は，これまでの研究において，地図活用力の構
造（図１）2）をもとに，子どもに「読図力」と「描図力」
を鍛えることで，子どもが地域の特徴や立地条件を捉え
る視点となる社会的な見方が習得されることを明らか
にした。この社会的な見方は，社会事象を捉える際に活

用される視点で，子どもの社会認識形成を図るためには
不可欠なものである。つまり，地図活用力を育成するこ
とで，子どもの社会認識形成が目指されることが分かっ
た。 加えて，社会科入門期の地図指導に焦点を当てた
実践をとおして，子どもの地図を描くステップが明らか
にした。具体的には，４段階のステップ（「屋上から眺
めて見つけたものをワークシートに描く」→「学校の周
りの様子を地図に描く」→「身近な地域の地図を描く」
→「住んでみたいわたしのまちを描く」）である。各段
階には，子どもに地図の利便性や地図の構成要素に気付
かせていく学習活動が位置付けられている。この４段階
のステップを子どもにたどらせることで，子どもの地図
活用力が一層高まることを明らかにした。
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２ 　社会科入門期（第 ４学年）で扱う地図と地図
指導について

　本稿では，１で論じた社会科入門期（第３学年）の地
図指導の研究成果を踏まえ，習得した地図活用力を活用
し，社会認識形成を深めていくために，第４学年の社会
科授業における地図指導をどのように展開するとよい
か論じる。特に，令和２年度より新たな学習内容として
取り扱う「自然災害から人々を守る活動」に着目して，
小学校第４学年における地図指導について提案する。

（１）小学校第 ４学年の学習内容
　令和２年度版小学校学習指導要領に基づき作成され，
利用されている教科書は３社から発行されたものであ
る。その教科書を分析すると，次のような単元構成と
なっている。
　表１をみると，３社３）とも小学校第３学年の「わた
したちの住んでいる市」を拡大した内容である「わたし
たちの県」が，小学校第４学年の最初に位置付けられて
いる。つまり，市から県へと同心円状に拡大した形で地
図を活用して，社会認識を深めていく単元から学習が始
まる。この単元における学習では，地図に描かれている
範囲は異なるものの，特徴や特色を読み取る活動におい
ては，これまでの学習で習得した知識や技能を活用する
ことが重要である。第３学年で習得した「地図の見方」
を活用し，地形の特色を読み取りながら，県の特色を
把握していく学習活動を展開することで，子どもの学
びが充実する。第４学年社会科の学習における特徴的な
地図は，「自然災害から人々を守る活動」の学習で扱う

「ハザードマップ」である。子ども一人ひとりに，ハザー
ドマップを正しく読み取り（「読図力」），そこから収集
した情報を活用させる力を高めることで，子どもの社会
認識は深まるとともに，災害時に行動することができる

資質や能力の基盤が育成される。
　そこで，本稿では，このハザードマップをどのように
学習活動に組み込み，子どもの地図活用力を育成すると
よいか論じる。

（２）ハザードマップを活用した地図指導の展開
　日本は，世界有数の自然災害発生国である。その自然
災害により多くの犠牲者が出ている。また，東日本大震
災から 10 年が経過した今年（2021 年），改めて防災教
育の実践の充実が求められている中，痛ましい災害が７
月３日静岡県熱海市で発生した 4）。この自然災害は，集
中豪雨によってもたらされたものである。さらに，その
直後の７月 10 日には，鹿児島県が 3 市 2 町に災害救助
法適用することを決定する記録的な大雨による災害が
発生した。このように，短時間における豪雨による災害
をはじめとした「気象災害」が，近年頻発している。
　東日本大震災以降，東南海・南海地震に備えて，各自
治体が防災，減災対策を進めているものの，頻発してい
る気象災害に対して，地域住民の危機意識はまだまだ不
十分であると言える。そのような気象災害が発生した後
に報道される地域住民の声を取り上げても，「まだ大丈
夫と思っていた」「ここまでひどくなるとは思っていな
かった」などの発言が聞かれる。
　「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまと
め」でも，「東日本大震災をはじめとする様々な自然災
害の発生や情報化やグローバル化等の社会変化に伴い
子供を取り巻く安全に関する環境も変化していること
を踏まえ，子供たちが起こりうる危険を理解し，いかな
る状況下でも自らの生命を守り抜く（自助）とともに，
自分自身が社会の中で何ができるのかを考える共助・公
助の視点からの教育の充実が課題」5）として指摘されて
いる。
　そこで， 被害を最小限にとどめるためにも，「自助」
の視点から「ハザードマップ」6）の活用が不可欠である
と考える。このハザードマップは，地域の地形的特色を
踏まえて，発生が予想される災害に関する被害状況の
実態や避難場所，避難経路等が示されている。つまり，
地域で発生する災害に対して，地域住民の大切な命を守
り，減災を目指すために作成された地図である。
　筆者の前任校である弥富市立日の出小学校の地域の
ハザードマップを紹介する（資料１）。資料１のパンフ
レットを読み進めると，資料２の地図が掲載されてい
る。ここには，津波・高潮緊急避難場所も示されており，
どこに緊急避難するとよいか分かるようになっている。
また，この地図には，徒歩で避難する際の限界浸水と言
われる「浸水 30㎝」の予想到達時間が色で区分されて
いる。浸水 30㎝の予想到達時間が，５分から 240 分以
上まで段階的に示されている。これを見れば，１時間
以内に浸水が 30㎝に到達する地区もあれば，４時間以
上かかる地区もあることを，地域住民は一目で分かる。
しかし，４時間以上の地区は，その情報を安心材料とし
て受け取るだけに留まってよいのであろうか。
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教科書 単元構成 

A 社 

１ わたしたちの県 

２ 健康なくらしを守る仕事 

３ 自然災害から人々を守る活動 

４ くらしのなかに伝わる願い 

５ 地域の発展につくした人々 

６ わたしたちの住んでいる県 

B 社 

１ 県の地図を広げて 

２ 健康なくらしとまちづくり 

３ 自然災害にそなえるまちづくり 

４ 地域で受けつがれてきたもの 

５ 昔から今へと続くまちづくり 

６ わたしたちの県のまちづくり 

C 社 

１ わたしたちの県 

２ 住みよいくらしをつくる 

３ 自然災害からくらしを守る 

４ きょう土の伝統・文化と先人たち 

５ 特色ある地いきと人々のくらし 

表 １　令和 ２年度版　教科書の単元構成について
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　弥富市では，資料３に示す「液状化危険度分布マップ」
も作成している。資料３からは，弥富市内の多くが，液
状化危険度は極めて高い地区であることが分かる。この
ことから，大きな地震が発生して，避難場所に移動する
際，日頃，歩いている道路を利用することができない場
合があることが予想される。つまり，普段より移動する
時間がかかることを把握しておく必要がある。
　以上で論じたことから分かるように，ハザードマッ
プから読み取った情報は，単独で活用するのではなく，
複数の情報を関連付けることが重要である。
　そして，移動時間を検討するために参考となる資料
が，「愛知県市町村津波避難計画策定指針」10）である。
ここでは，避難場所（避難目標地点）までの避難可能距
離が算定されたものが示されている。これをもとに，筆
者が子どもに分かりやすい資料に加工し，避難時に 10
分で移動できる距離を示したものが表２である。

資料 １　弥富市桜・日の出学区津波
避難計画ガイド 7）

資料 ２　桜・日の出学区津波等の浸水の到達時間と浸水の深さ 8）

資料 ３　液状化危険度分布マップ 9）
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表２ 避難シミュレーションにおける歩行速度と移動距離 

時

間 
状態 

液状化の影響を考慮しない場合 液状化の影響を考慮する場合 
元データ 10 分で移動できる距離 元データ 10 分で移動できる距離 

夜 
間 

健常者 2.12km/h(≒0.59m/s) 約３７０ｍ 1.38km/h(≒0.38m/s) 約２３０ｍ 

高齢者 1.06km/h(≒0.29m/s) 約１７６ｍ 0.69km/h(≒0.19m/s) 約１１５ｍ 

昼 
間 

健常者 2.65km/h(≒0.74m/s) 約４４０ｍ 1.72km/h(≒0.48m/s) 約２８７ｍ 

高齢者 1.33km/h(≒0.37m/s) 約２２２ｍ 0.86km/h(≒0.24m/s) 約１４３ｍ 

（「愛知県市町村津波避難計画策定指針」10）をもとに筆者作成） 
 
 表２から，よい条件（昼間で液状化の影響なし）と悪い条件（夜間で液状化の影響あり）を比較すると，移動

できる距離は約２倍の違いがある。自然災害はいつ発生するか分からないことを念頭において考えると，悪い条

件をもとに，避難場所までにかかる移動時間を算出しなければいけない。 
 以上で論じたことを踏まえて，災害発生時，最小限に被害を抑えるために「ハザードマップ」を活用した「読

図力」の育成をめざして，表３に示した視点を「社会の見方」11)として習得させることが重要である。 
まず，子どもが生活する地域で発生が予想されている災

害を把握させ（ア），それによってどのような被害が発生

するのかを予測した上でハザードナップを活用して確認

させる（イ）。このように，予想したことをハザードマップ

で確認する学習活動を組み込むことで，ハザードマップを

読み取る視点である「社会の見方」を能動的に習得させる

ことができる。そして，なぜ，このような自然災害が発生

するのかを地形図を活用して，地域の自然条件を読み取ら

せる。発生する自然災害と地域の自然条件を関連付けてと

らえさせることで，地域の特性を理解し，社会認識を育成

することができる。 
次に，地域の避難場所を地図から読み取り（ウ），どの避難場所を利用するのか家庭で確認してくるようにする。

子ども一人ひとりの避難場所が分かったら，自宅から避難場所までの避難経路や移動距離を地図から読み取らせ

る（ウ，エ）。避難経路や距離が分かった後，表２で示すデータをもとに計算させる。距離は，小学校第３学年で

学習した「コンパスを活用した距離の測り方」を活用させて，ノートに記録させる。このような学習活動をたど

ることで，被災時にどのように行動をするとよいか，生きて働く知識や技能を習得させることができる。 
 

（３）小学校第４学年「自然災害から人々を守る活動」の単元における地図活用力の構造  

ここまで論じたことをもとに，小学校第４学年「自然災害から人々を守る活動」の単元における地図活用力の

構造は，図２のようになる。図１で示したとおり，地図活用力は，「読図力」と「描図力」の二つを両輪にして鍛

えていくことが重要である。この単元で扱う地図の中心は，ハザードマップ，地形図，白地図などである。これ

らの資料を中心に，写真資料や統計資料を用いることで，自然災害の実態から防災，減災に関する社会認識を深

めていくことが可能となる。具体的に例を示すと，地域で発生すると予測されている自然災害の被害予測と画像

資料を活用することで，疑似的な被災を体験するとともに，行動力を伴った社会認識を形成することができると

考える。また，地形図から自宅周辺の標高を読み取ることで，浸水被害が発生する要因に気付くとともに，避難

行動をとる際の留意点について考えることが可能となる。 
このように，子どもの地図活用力を高める学習活動をとおして，防災や減災を目指しながら地域で生きる一員

として行動することができるよりよい社会の形成者として必要な資質や能力も育成することができる。 

表３ 社会の見方として働かせたい視点 

視点(社会的な見方） 視点を働かせて読み取らせる具体

(ア)
地域で発生する自然災害の
種類と規模

地震，噴火，津波，高潮，土石流，地
すべり，豪雪など

(イ）
発生した自然災害によりもた
らされる影響

浸水，液状化，道路の遮断，火砕流
など

(ウ）
災害発生時の避難場所と自
宅から避難場所までの距離

小学校まで1.2km，公民館まで1.7km
など

(エ） 避難経路
道幅，標高，アンダーパス，避難経路
の周囲の土地の様子など

表 ２　避難シミュレーションにおける歩行速度と移動距離
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　表２から，よい条件（昼間で液状化の影響なし）と悪
い条件（夜間で液状化の影響あり）を比較すると，移動
できる距離は約２倍の違いがある。自然災害はいつ発生
するか分からないことを念頭において考えると，悪い条
件をもとに，避難場所までにかかる移動時間を算出しな
ければいけない。
　以上で論じたことを踏まえて，災害発生時，最小限に
被害を抑えるために「ハザードマップ」を活用した「読
図力」の育成をめざして，表３に示した視点を「社会の
見方」11）として習得させることが重要である。

　まず，子どもが生活する地域で発生が予想されている
災害を把握させ（ア），それによってどのような被害が
発生するのかを予測した上でハザードナップを活用し
て確認させる（イ）。このように，予想したことをハザー
ドマップで確認する学習活動を組み込むことで，ハザー
ドマップを読み取る視点である「社会の見方」を能動的
に習得させることができる。そして，なぜ，このような
自然災害が発生するのかを地形図を活用して，地域の自
然条件を読み取らせる。発生する自然災害と地域の自然
条件を関連付けて捉えさせることで，地域の特性を理解
し，社会認識を育成することができる。

　次に，地域の避難場所を地図から読み取り（ウ），ど
の避難場所を利用するのか家庭で確認してくるように
する。子ども一人ひとりの避難場所が分かったら，自
宅から避難場所までの避難経路や移動距離を地図から
読み取らせる（ウ，エ）。避難経路や距離が分かった後，
表２で示すデータをもとに計算させる。距離は，小学校
第３学年で学習した「コンパスを活用した距離の測り
方」を活用させて，ノートに記録させる。このような学
習活動をたどることで，被災時にどのように行動をする
とよいか，生きて働く知識や技能を習得させることがで
きる。

（３）�小学校第 ４学年「自然災害から人々を守る活動」の
単元における地図活用力の構造　

　ここまで論じたことをもとに，小学校第４学年「自
然災害から人々を守る活動」の単元における地図活用
力の構造は，図２のようになる。図１で示したとおり，
地図活用力は，「読図力」と「描図力」の二つを両輪に
して鍛えていくことが重要である。この単元で扱う地図
の中心は，ハザードマップ，地形図，白地図などである。
これらの資料を中心に，写真資料や統計資料を用いるこ
とで，自然災害の実態から防災，減災に関する社会認識
を深めていくことが可能となる。具体的に例を示すと，
地域で発生すると予測されている自然災害の被害予測
と画像資料を活用することで，疑似的な被災を体験する
とともに，行動力を伴った社会認識を形成することが
できると考える。また，地形図から自宅周辺の標高を読
み取ることで，浸水被害が発生する要因に気付くととも
に，避難行動をとる際の留意点について考えることが可
能となる。
　このように，子どもの地図活用力を高める学習活動を
とおして，防災や減災を目指しながら地域で生きる一員
として行動することができるよりよい社会の形成者と
して必要な資質や能力も育成することができる。

３ 　子どもの資料活用力を育成する授業開発
（１）単元「自然災害から人々を守る活動」（第 ４学年）
　本稿では，令和２年度より実施されている学習指導要
領において新設された単元「自然災害から人々を守る活
動」の単元を取り上げる。大規模災害に備える（「－ま
なぶ・つながる・つよくなる－」）ことをめざし，2016

年より「ぼうさいこくたい（防災推進国民大会）」が，
毎年実施されている。これは，内閣府，防災推進協議会，
防災推進国民会議が主催する国内最大級の総合防災イ
ベントである。今年度も実施される「ぼうさいこくたい
2021」では，大会の趣旨を次のように述べている。

　防災力を高めるためには，行政による「公助」，国民一
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３ 子どもの資料活用力を育成する授業開発 

（１）単元「自然災害から人々を守る活動」（第４学年） 

本稿では，令和２年度より実施されている学習指導要領において新設された単元「自然災害から人々を守る活

動」の単元を取り上げる。大規模災害に備える（「－まなぶ・つながる・つよくなる－」）ことをめざし，2016 年

より「ぼうさいこくたい（防災推進国民大会）」が，毎年実施されている。これは，内閣府，防災推進協議会，防

災推進国民会議が主催する国内最大級の総合防災イベントである。今年度も実施される「ぼうさいこくたい 2021」
では，大会の趣旨を次のように述べている。 

防災力を高めるためには，行政による「公助」，国民一人ひとりが自ら取り組む「自助」，地域，企業，学校，ボランテ

ィアなどが互いに助け合う「共助」を適切に組み合わせる，すなわち，これらが「つながる」ことが重要です。さらに， 
災害時に命を守るためには，官民の様々な主体が連携し，それぞれの力が「つながる」ことが必要です。12) 

 「ぼうさいこくたい 2021」の大会趣旨にも示されているように，学校においても公共機関の働きに着目した

「公助」や自分でできる「自助」のみならず，「共助」の視点を組み込んだ学習が不可欠となる。 
そこで，本稿では，図２に示した地図活用力の構造を踏まえつつ，小学校社会科授業における防災教育の取り

扱いについて，カリキュラム開発をとおして論じる。そして，「自助」「公助」「共助」の三つの視点から地域防災

について考えることができる授業展開について提案する。 
 

（２）単元の全体計画（全 10時間） 

 本単元は，第１次～第５次で構成される。 
次数 学習課題 主な学習活動(丸数字は時間数) 習得される主な知識 

〈第１次〉  

子どもにとって身

近な災害対策設備に

着目して，防災につい

て考える。 

○ なぜ，学校にはこのような

ものがあるのだろう。 

○ なぜ，地域の人と一緒に避

難訓練を行うのだろう。 

① 災害対策のため，小学校の中に設置されている設備

について調べる。 

② 学校の白地図を活用して「日の出小学校防災マッ

プ」を作成する。 

③ 避難訓練の目的を確認しながら，単元を貫く問いを

もつ。 

小学校は，２次開設避難所や津波・高潮緊急避難所に指定されてお

り，地域の人々が避難してくるため，避難生活に必要となる設備

（かまどベンチやマンホールトイレなど）が学校にある。 

〈第２次〉 

自然災害がもたら

した被害や克服をめ

ざした取組について

調べる。 

○ なぜ，高所避難の訓練が必

要なのだろう。 

○ 弥富市で起きた自然災害に

ついて調べよう。 

○ どのようにして，災害を乗

り越えたのか調べよう。 

④ 弥富市の地形に着目して，どのような自然災害が発

生しやすいか考える。（ハザードナップの活用） 

⑤ 弥富市歴史民俗資料館に出かけて，伊勢湾台風の被

害について調べる。 

⑥ 伊勢湾台風の被害についてグループごとにテーマを

決めてまとめて発表する。 

 弥富市は，海抜０ｍよりも低い土地が広がっており，海からの影

響を受けやすい地域である。1959年 9月 26日～27日にかけて，台

風が上陸したため，暴風雨や高潮の影響を受けた。そして，弥富市

では，大規模な浸水が起こり，死者，行方不明者が多く出た。 

また，浸水期間は最長で 120日以上続いた地域もあり，水災害に対

して弱い地形である。この伊勢湾台風の被害を受けて，米の収穫時

期が他の地域よりも早くなった。 

〈第３次〉 

今後，発生が想定さ

れている自然災害の

被害を把握する。 

○ 発生が予測される南海トラ

フ地震に備えて，弥富市の課

題について考えよう。 

⑦ 南海トラフ地震について調べる。 

⑧ 南海トラフ地震が発生した際，どのようなことが課

題となるか予想する。 

津波や高潮の影響を受けるため，高所避難が必要となる。しかし，

住民全員が安全に高所に避難できる状況ではない。また，浸水被害

で被災当初は１階にある設備は利用できない。マンホールトイレや

ベンチかまどに代わるものが必要となる。 

① 発生する災害の情報を読み取る。 
② 被害規模の情報を読み取る。 
③ 地域の自然的条件を読み取る。 

地域の特性を把握 

① 避難場所の位置を読み取る。 
② 移動経路を地図に記入する。 
③ 移動距離を測定する。 

「自然災害から人々を守る活動」の単元における「読図力」と「描図力」の構造 
 

社会認識を深め，よりよく生きようとする資質や能力の育成 

図２ 小学校第４学年「自然災害から人々を守る活動」における地図活用力の構造 図 ２　小学校第 ４学年「自然災害から人々を守る活動」における地図活用力の構造
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表２ 避難シミュレーションにおける歩行速度と移動距離 

時

間 
状態 

液状化の影響を考慮しない場合 液状化の影響を考慮する場合 
元データ 10 分で移動できる距離 元データ 10 分で移動できる距離 

夜 
間 

健常者 2.12km/h(≒0.59m/s) 約３７０ｍ 1.38km/h(≒0.38m/s) 約２３０ｍ 

高齢者 1.06km/h(≒0.29m/s) 約１７６ｍ 0.69km/h(≒0.19m/s) 約１１５ｍ 

昼 
間 

健常者 2.65km/h(≒0.74m/s) 約４４０ｍ 1.72km/h(≒0.48m/s) 約２８７ｍ 

高齢者 1.33km/h(≒0.37m/s) 約２２２ｍ 0.86km/h(≒0.24m/s) 約１４３ｍ 

（「愛知県市町村津波避難計画策定指針」10）をもとに筆者作成） 
 
 表２から，よい条件（昼間で液状化の影響なし）と悪い条件（夜間で液状化の影響あり）を比較すると，移動

できる距離は約２倍の違いがある。自然災害はいつ発生するか分からないことを念頭において考えると，悪い条

件をもとに，避難場所までにかかる移動時間を算出しなければいけない。 
 以上で論じたことを踏まえて，災害発生時，最小限に被害を抑えるために「ハザードマップ」を活用した「読

図力」の育成をめざして，表３に示した視点を「社会の見方」11)として習得させることが重要である。 
まず，子どもが生活する地域で発生が予想されている災

害を把握させ（ア），それによってどのような被害が発生

するのかを予測した上でハザードナップを活用して確認

させる（イ）。このように，予想したことをハザードマップ

で確認する学習活動を組み込むことで，ハザードマップを

読み取る視点である「社会の見方」を能動的に習得させる

ことができる。そして，なぜ，このような自然災害が発生

するのかを地形図を活用して，地域の自然条件を読み取ら

せる。発生する自然災害と地域の自然条件を関連付けてと

らえさせることで，地域の特性を理解し，社会認識を育成

することができる。 
次に，地域の避難場所を地図から読み取り（ウ），どの避難場所を利用するのか家庭で確認してくるようにする。

子ども一人ひとりの避難場所が分かったら，自宅から避難場所までの避難経路や移動距離を地図から読み取らせ

る（ウ，エ）。避難経路や距離が分かった後，表２で示すデータをもとに計算させる。距離は，小学校第３学年で

学習した「コンパスを活用した距離の測り方」を活用させて，ノートに記録させる。このような学習活動をたど

ることで，被災時にどのように行動をするとよいか，生きて働く知識や技能を習得させることができる。 
 

（３）小学校第４学年「自然災害から人々を守る活動」の単元における地図活用力の構造  

ここまで論じたことをもとに，小学校第４学年「自然災害から人々を守る活動」の単元における地図活用力の

構造は，図２のようになる。図１で示したとおり，地図活用力は，「読図力」と「描図力」の二つを両輪にして鍛

えていくことが重要である。この単元で扱う地図の中心は，ハザードマップ，地形図，白地図などである。これ

らの資料を中心に，写真資料や統計資料を用いることで，自然災害の実態から防災，減災に関する社会認識を深

めていくことが可能となる。具体的に例を示すと，地域で発生すると予測されている自然災害の被害予測と画像

資料を活用することで，疑似的な被災を体験するとともに，行動力を伴った社会認識を形成することができると

考える。また，地形図から自宅周辺の標高を読み取ることで，浸水被害が発生する要因に気付くとともに，避難

行動をとる際の留意点について考えることが可能となる。 
このように，子どもの地図活用力を高める学習活動をとおして，防災や減災を目指しながら地域で生きる一員

として行動することができるよりよい社会の形成者として必要な資質や能力も育成することができる。 

表３ 社会の見方として働かせたい視点 

視点(社会的な見方） 視点を働かせて読み取らせる具体

(ア)
地域で発生する自然災害の
種類と規模

地震，噴火，津波，高潮，土石流，地
すべり，豪雪など

(イ）
発生した自然災害によりもた
らされる影響

浸水，液状化，道路の遮断，火砕流
など

(ウ）
災害発生時の避難場所と自
宅から避難場所までの距離

小学校まで1.2km，公民館まで1.7km
など

(エ） 避難経路
道幅，標高，アンダーパス，避難経路
の周囲の土地の様子など

表 ３　社会の見方として働かせたい視点
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人ひとりが自ら取り組む「自助」，地域，企業，学校，ボ
ランティアなどが互いに助け合う「共助」を適切に組み
合わせる，すなわち，これらが「つながる」ことが重要
です。さらに， 災害時に命を守るためには，官民の様々な
主体が連携し，それぞれの力が「つながる」ことが必要
です。12）

　「ぼうさいこくたい 2021」の大会趣旨にも示されてい
るように，学校においても公共機関の働きに着目した

「公助」や自分でできる「自助」のみならず，「共助」の
視点を組み込んだ学習が不可欠となる。
　そこで，本稿では，図２に示した地図活用力の構造を
踏まえつつ，小学校社会科授業における防災教育の取
り扱いについて，カリキュラム開発をとおして論じる。
そして，「自助」「公助」「共助」の三つの視点から地域
防災について考えることができる授業展開について提
案する。

（２）単元の全体計画（全 10時間）
　本単元は，第１次～第５次で構成される。

（３）授業の実際
　学校の敷地内を探検して様々な防災設備を発見する
ことを，単元の導入（第１次）とした。まず、第１時に
おいて、学校内に設置されている防災設備を実際に確
認した（写真１）。本稿では，その授業の後に展開した、
第２時の描図力や読図力に焦点を当てた授業（「日の出

小学校防災マップ」の作成）を取り上げて、具体的に紹
介する。本授業は，昨年（2020）度，日の出小学校の森
田貴斗教諭と筆者が作成した指導案のもと実践した内
容である。一人一台タブレットの実施に伴い，タブレッ
トが学習道具として活用され始めている。作図力を育成
するツールとしても活用することができる。
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３ 子どもの資料活用力を育成する授業開発 

（１）単元「自然災害から人々を守る活動」（第４学年） 

本稿では，令和２年度より実施されている学習指導要領において新設された単元「自然災害から人々を守る活

動」の単元を取り上げる。大規模災害に備える（「－まなぶ・つながる・つよくなる－」）ことをめざし，2016 年

より「ぼうさいこくたい（防災推進国民大会）」が，毎年実施されている。これは，内閣府，防災推進協議会，防

災推進国民会議が主催する国内最大級の総合防災イベントである。今年度も実施される「ぼうさいこくたい 2021」
では，大会の趣旨を次のように述べている。 

防災力を高めるためには，行政による「公助」，国民一人ひとりが自ら取り組む「自助」，地域，企業，学校，ボランテ

ィアなどが互いに助け合う「共助」を適切に組み合わせる，すなわち，これらが「つながる」ことが重要です。さらに， 
災害時に命を守るためには，官民の様々な主体が連携し，それぞれの力が「つながる」ことが必要です。12) 

 「ぼうさいこくたい 2021」の大会趣旨にも示されているように，学校においても公共機関の働きに着目した

「公助」や自分でできる「自助」のみならず，「共助」の視点を組み込んだ学習が不可欠となる。 
そこで，本稿では，図２に示した地図活用力の構造を踏まえつつ，小学校社会科授業における防災教育の取り

扱いについて，カリキュラム開発をとおして論じる。そして，「自助」「公助」「共助」の三つの視点から地域防災

について考えることができる授業展開について提案する。 
 

（２）単元の全体計画（全 10時間） 

 本単元は，第１次～第５次で構成される。 
次数 学習課題 主な学習活動(丸数字は時間数) 習得される主な知識 

〈第１次〉  

子どもにとって身

近な災害対策設備に

着目して，防災につい

て考える。 

○ なぜ，学校にはこのような

ものがあるのだろう。 

○ なぜ，地域の人と一緒に避

難訓練を行うのだろう。 

① 災害対策のため，小学校の中に設置されている設備

について調べる。 

② 学校の白地図を活用して「日の出小学校防災マッ

プ」を作成する。 

③ 避難訓練の目的を確認しながら，単元を貫く問いを

もつ。 

小学校は，２次開設避難所や津波・高潮緊急避難所に指定されてお

り，地域の人々が避難してくるため，避難生活に必要となる設備

（かまどベンチやマンホールトイレなど）が学校にある。 

〈第２次〉 

自然災害がもたら

した被害や克服をめ

ざした取組について

調べる。 

○ なぜ，高所避難の訓練が必

要なのだろう。 

○ 弥富市で起きた自然災害に

ついて調べよう。 

○ どのようにして，災害を乗

り越えたのか調べよう。 

④ 弥富市の地形に着目して，どのような自然災害が発

生しやすいか考える。（ハザードナップの活用） 

⑤ 弥富市歴史民俗資料館に出かけて，伊勢湾台風の被

害について調べる。 

⑥ 伊勢湾台風の被害についてグループごとにテーマを

決めてまとめて発表する。 

 弥富市は，海抜０ｍよりも低い土地が広がっており，海からの影

響を受けやすい地域である。1959年 9月 26日～27日にかけて，台

風が上陸したため，暴風雨や高潮の影響を受けた。そして，弥富市

では，大規模な浸水が起こり，死者，行方不明者が多く出た。 

また，浸水期間は最長で 120日以上続いた地域もあり，水災害に対

して弱い地形である。この伊勢湾台風の被害を受けて，米の収穫時

期が他の地域よりも早くなった。 

〈第３次〉 

今後，発生が想定さ

れている自然災害の

被害を把握する。 

○ 発生が予測される南海トラ

フ地震に備えて，弥富市の課

題について考えよう。 

⑦ 南海トラフ地震について調べる。 

⑧ 南海トラフ地震が発生した際，どのようなことが課

題となるか予想する。 

津波や高潮の影響を受けるため，高所避難が必要となる。しかし，

住民全員が安全に高所に避難できる状況ではない。また，浸水被害

で被災当初は１階にある設備は利用できない。マンホールトイレや

ベンチかまどに代わるものが必要となる。 

① 発生する災害の情報を読み取る。 
② 被害規模の情報を読み取る。 
③ 地域の自然的条件を読み取る。 

地域の特性を把握 

① 避難場所の位置を読み取る。 
② 移動経路を地図に記入する。 
③ 移動距離を測定する。 

「自然災害から人々を守る活動」の単元における「読図力」と「描図力」の構造 
 

社会認識を深め，よりよく生きようとする資質や能力の育成 

図２ 小学校第４学年「自然災害から人々を守る活動」における地図活用力の構造 
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〈第４次〉 

第２次避難場所で

ある学校までの避難

経路を調査する。 

○ 発生が予測される南海トラ

フ地震が，起きたときの避難

経路を確認し，危険箇所や安

全地帯を確かめよう。 

⑨ 第２次避難場所である小学校までの避難経路を歩

き，落ち着いた行動や判断ができるように，地域住民

と一緒に考える。 

避難経路を自分の目で確認し，用水や金魚池など水のある場所や看

板，自販機といった障害物も多くあることが分かる。 

また，堤防や細い道を通ることも多く，う回路が必要となることが

分かる。 

〈第５次〉 

持続可能な地域社

会をめざして，学校の

災害対策設備につい

て考える。 

○ 今後発生が予測される災害

に向けて，必要なことについ

て考えよう。 

⑩ 小学校が地域の避難所として機能するために必要な

設備について考える。 

大きな自然災害が発生した場合，家が倒壊したり浸水被害を受けた

りして，自宅で生活することが困難であるため，学校が２次開設避

難所として利用される。そこで，高所で利用できるものを充実させ

ることが必要となる。 

また，子ども自身が「地域の一員」としての自覚をもち，学校の案

内役として活動しようとすることが重要であると分かる。 

 
（３）授業の実際 

 学校の敷地内を探検して様々な防災設備を発見することを，単元の導入（第１次）とした。まず、第１時にお

いて、学校内に設置されている防災設備を実際に確認した（写真１）。本稿では，その授業の後に展開した、第２

時の描図力や読図力に焦点を当てた授業（「日の出小学校防災マップ」の作成）を取り上げて、具体的に紹介する。

本授業は，昨年（2020）度，日の出小学校の森田貴斗教諭と筆者が作成した指導案のもと実践した内容である。

一人一台タブレットの実施に伴い，タブレットが学習道具として活用され始めている。作図力を育成するツール

としても活用することができる。 

①第２時の学習展開（「描図力」の育成を目指した実践事例） 

段階 学習活動 ・留意点 【評価】  

つ 
か 
む 
５ 
分 

１ タブレットを起動する。 

２ 前時の学習を振り返る。 

 ☆「教材・作品」から学校の災害対策設備の

写真を収集する。 

  ・ かまどベンチ ・ 備蓄庫 

  ・ 防災無線  ・ 災害用トイレ 

  ・ 災害用水栓（プール水の活用） 

  ・ 防災ボックス  ・ 給水タンク 

３ 本時の学習課題をつかむ。 

 

 

・ 正常に起動できているかを画面一覧で確認する。 

・ 学校に設置されている災害対策設備の役割と設置されている場

所を確認することで，前時の学習を想起させながら本時の見通し

をもたせる。 

・ 学校に設置されている災害対策設備を大型黒板に投影し視覚化

を図ることで，具体的に確認させていく。 

・ 本時のマップ作成にむけて，学校の白地図を活用しながら災害

対策設備がある位置を正しく把握させる。 

 
 

 
深 

４ 写真にマーキングを加えて，災害対策設

備について焦点化する作業を行う。 
 
 

・ 画面一覧から児童の状況を把握していく。 
・ 写真がない児童や上手く撮影できなかった児童には，教師

の写真を個別に配付し，作業が円滑に進むようにする。 
・ 災害対策施設の写真について，線や文字によってマーキン

オリジナル日の出小防災マップを作ろう！ 

写真１ 第３時の板書 
写真 １　第 ３時の板書

213社会認識形成を意図した社会科入門期における地図指導の理論（Ⅱ）



①�第 ２ 時の学習展開（「描図力」の育成を目指した実践事例）
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〈第４次〉 

第２次避難場所で

ある学校までの避難

経路を調査する。 

○ 発生が予測される南海トラ

フ地震が，起きたときの避難

経路を確認し，危険箇所や安

全地帯を確かめよう。 

⑨ 第２次避難場所である小学校までの避難経路を歩

き，落ち着いた行動や判断ができるように，地域住民

と一緒に考える。 

避難経路を自分の目で確認し，用水や金魚池など水のある場所や看

板，自販機といった障害物も多くあることが分かる。 

また，堤防や細い道を通ることも多く，う回路が必要となることが

分かる。 

〈第５次〉 

持続可能な地域社

会をめざして，学校の

災害対策設備につい

て考える。 

○ 今後発生が予測される災害

に向けて，必要なことについ

て考えよう。 

⑩ 小学校が地域の避難所として機能するために必要な

設備について考える。 

大きな自然災害が発生した場合，家が倒壊したり浸水被害を受けた

りして，自宅で生活することが困難であるため，学校が２次開設避

難所として利用される。そこで，高所で利用できるものを充実させ

ることが必要となる。 

また，子ども自身が「地域の一員」としての自覚をもち，学校の案

内役として活動しようとすることが重要であると分かる。 

 
（３）授業の実際 

 学校の敷地内を探検して様々な防災設備を発見することを，単元の導入（第１次）とした。まず、第１時にお

いて、学校内に設置されている防災設備を実際に確認した（写真１）。本稿では，その授業の後に展開した、第２

時の描図力や読図力に焦点を当てた授業（「日の出小学校防災マップ」の作成）を取り上げて、具体的に紹介する。

本授業は，昨年（2020）度，日の出小学校の森田貴斗教諭と筆者が作成した指導案のもと実践した内容である。

一人一台タブレットの実施に伴い，タブレットが学習道具として活用され始めている。作図力を育成するツール

としても活用することができる。 

①第２時の学習展開（「描図力」の育成を目指した実践事例） 

段階 学習活動 ・留意点 【評価】  

つ 
か 
む 
５ 
分 

１ タブレットを起動する。 

２ 前時の学習を振り返る。 

 ☆「教材・作品」から学校の災害対策設備の

写真を収集する。 

  ・ かまどベンチ ・ 備蓄庫 

  ・ 防災無線  ・ 災害用トイレ 

  ・ 災害用水栓（プール水の活用） 

  ・ 防災ボックス  ・ 給水タンク 

３ 本時の学習課題をつかむ。 

 

 

・ 正常に起動できているかを画面一覧で確認する。 

・ 学校に設置されている災害対策設備の役割と設置されている場

所を確認することで，前時の学習を想起させながら本時の見通し

をもたせる。 

・ 学校に設置されている災害対策設備を大型黒板に投影し視覚化

を図ることで，具体的に確認させていく。 

・ 本時のマップ作成にむけて，学校の白地図を活用しながら災害

対策設備がある位置を正しく把握させる。 

 
 

 
深 

４ 写真にマーキングを加えて，災害対策設

備について焦点化する作業を行う。 
 
 

・ 画面一覧から児童の状況を把握していく。 
・ 写真がない児童や上手く撮影できなかった児童には，教師

の写真を個別に配付し，作業が円滑に進むようにする。 
・ 災害対策施設の写真について，線や文字によってマーキン

オリジナル日の出小防災マップを作ろう！ 

写真１ 第３時の板書 
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（ア） 深める段階〈４〉での子どもの様子（写真２） 

 子どもは，自分が撮影してきた災害対策設備を画像フォルダから取り出し，写真にマーキングして，焦点化す

る活動に取り組んだ。見てほしい部分に書き込みをしたり，必要な部分に視点が向けられるようにトリミング機

能を活用したりして作業を進めた。タブレットのタッチ機能を活用して直接作業することができるため，写真を

加工しながらよりよい資料にしてマップに貼り付けた。 

（イ） 深める段階〈５〉での子どもの様子（写真３） 

 作成した写真の資料を発表する際は，大型電子黒板に子どもが作成した資料を選択して提示した。発表する子

どもは，聞き手であるクラスの仲間を意識して発表することができた。聞き手は，自分のタブレットの画面と大

 
 
め 
 

 
る 
 

 
３０ 
分 

 
 
 
５ 作成した写真をクラス全体に紹介する。 
 
 
 
 
 
６ 作成した写真をマップに整理する。 
 
 
 
 
 
 
 
７ 作成したマップをクラス全体に紹介す

るとともに，出来上がったマップから分か

ったことを発表する。 

グし，強調や補足，説明するように声をかける。 
・ 作業中に，上手にマーキングした児童の写真を大型電子黒

板で紹介することで，作業活動の共有化を図る。 
・ 発表の際は，大型電子黒板を活用し，画面比較機能で異なる

整理の仕方や類似する仕方を比較するように指示を出す。 
・ 作成できなかった児童には，他の子の整理の仕方を参考に

してもよいことを伝える。 
・ 共有していく中で，よいと思ったことなどは，付け足してよ

いことを知らせる。 
・ 発表ノートとして，教師が自作しておいたマップ（学校敷地

図）を子どものタブレットに，配付機能を活用して配付する。 
・ 写真の大きさや形などは，配置する場所に応じて変えてよ

いことを知らせる。 
・ 発表ノートに写真だけでなく，線などの図も入れながら分

かりやすく整理させる。 
・ マップ上に整理できない児童には，ヒントを与え，写真と位

置が結び付くように支援する。 
・ 電子黒板の投影機能を使って全体に発表させる。 
・ 完成したマップから，学校の中には多くの災害対策設備が

あり，分散して設置されていることに気付かせる。 
・ 完成できなかった児童には，共有後に他の子の整理の仕方

を参考にしてもよいことを伝える。 
・ 共有後に，よいと思ったことなどは，付け足してもよいこと

を知らせる。 
ま 
と 
め 
る 
１０ 
分 

８ まとめる。 
 ・ 作成したマップをタブレットの作品回

収機能を活用して提出する。 
９ タブレットをシャットダウンする。 
 

・ 提出箱を作成し，児童のマップを回収する。 

【評価：技能】日の出小学校の災害対策設備を整理し、防災マ

ップを作成することができたか。(作品) 
・ 正常にシャットダウンできているかを画面一覧によって確認す

る。 

写真３ 発表の様子 写真２ タブレットでの活動 写真４ 作図の様子 
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（ア）深める段階〈４〉での子どもの様子（写真 ２）
　子どもは，自分が撮影してきた災害対策設備を画像
フォルダから取り出し，写真にマーキングして，焦点化
する活動に取り組んだ。見てほしい部分に書き込みをし
たり，必要な部分に視点が向けられるようにトリミング
機能を活用したりして作業を進めた。タブレットのタッ
チ機能を活用して直接作業することができるため，写真
を加工しながらよりよい資料にしてマップに貼り付け
た。
（イ）深める段階〈５〉での子どもの様子（写真 ３）
　作成した写真の資料を発表する際は，大型電子黒板に
子どもが作成した資料を選択して提示した。発表する子
どもは，聞き手であるクラスの仲間を意識して発表する
ことができた。聞き手は，自分のタブレットの画面と大
型電子黒板を比較しながら聞くことで，自分が見落とし
ていたポイントに気付く子どもも見られた。
（ウ）深める段階〈６〉での子どもの様子（写真 ４）
　教師が配付した学校敷地図（白地図）が描かれている
発表ノートに，子どもが作成した写真資料を貼り付けて
いく活動を行った。ここでは，災害対策設備がある位置
と写真資料を線で結ぶとともに，必要に応じてその役
割や機能を地図に書き込んでいった。指の動きでスムー
ズに線が描きこめるため，太さや線の種類を工夫しなが
らオリジナルマップ作りに取り組んだ。
（エ）深める段階〈７〉での子どもの様子（写真 ５）
　大型黒板に子どもが作成した「オリジナル日の出小防
災マップ」を提示し，自分が作成した校内防災地図を発
表した。防災対策設備の役割や利用方法を説明するとと
もに，学校全体に広がって配置されていることに気付く
ことができた。また，「学校を探検してみてはじめて知っ
たものが多く，学校にも災害が起きたときに利用できる
ものがあることにびっくりした」といったこれまでの学
習を踏まえた発言も出た。子どもからは，「いざという

ときにこのトイレの場所を教えたい」，「学校にどんなも
のがあったか，家の人にも伝えたい」と言った意見も出
された。このような姿から，校内防災地図を作成する「描
図」活動をとおして，地域の一員としての自覚が高まり，
行動しようとする意識が育まれていったと言える。
　第２時の学習活動では，どの子も能動的に作業に取り
組む姿が見られた。試行錯誤しながらよい資料を作成し
ようと，友達の工夫を参考にしたりアドバイスをもらっ
たりしながら意欲的に取り組んだ。鉛筆で書く作業では
取り組むまでに時間がかかる子も，本時のようなタブ
レット学習では，消す機能を駆使しながら，何度も書き
直して資料を作成した。
　このように，タブレットを活用することは，「描図力」
を鍛える一つの手段となり得る。また，タブレットを媒
体として他者との対話が生まれる。コロナ禍において教
育活動が制限される中，発表を聞き，画面をとおして仲
間の作品に示された内容に着目することで，自分自身が
気付かなかった情報を受け取ることができる。その受け
取った情報を自分の作品（地図）に生かそうとするこ
とができる。そして，第４学年社会科の学習である「身
近な自然災害 ‐ 防災のあり方について考える」学びに
まで深めることができる。
　なお、図３に示す子どもが作成した「日の出小学校防
災マップ」は、タブレットから印刷することができるの
で、プリントアウトして自分のノートに貼るとともに、
家庭で学校の防災施設を紹介することを宿題とした。
②�第 ４ 時の学習展開（「読図力」の育成を目指した実践
事例）

　学校探検の際，子どもは「津波・高潮災害時避難場所」
の看板を発見しており（資料４），南海トラフ地震の被
災地になることも把握していた。しかし，実際の被災状
況については，知らない子どもがほとんどであった。

写真 ２　タブレットでの活動

写真 ３　発表の様子

写真 ４　作図の様子

写真 ５　防災マップの発表
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　そこで，第３時の学習から，身近な地域で発生が予
測される自然災害について具体的に調べることとなり，
弥富市が各家庭に配付している「ハザードマップ」（例：
本稿資料２，資料３など）と標高が記載されている白地
図（図４）を活用しながら学習を進めた。
　白地図から，幹線道路である県道富島津島線のところ
に「-1.3」や「-1.2」といった数字を読み取る中で，海
面より低い土地であることを再認識するとともに，安全
に避難するためには，早めの行動が必要であることに
気付くことができた。また，避難場所を家庭で確認し
た子どもの半数以上が，小学校を避難場所にしていた。
この学校に来るまでに用水路や金魚池，田といった浸水
が始まった際に危険となる地形的要素が多く見られる。
そこで，できる限り危険なところを回避して，この白地
図に避難経路を赤で書き込むように指示を出した。
　そして，避難経路を確認したところで，実際の距離を
算出する活動へと展開した。コンパスを活用しながら距
離を測り，縮尺をもとに実際の距離を計算したのであ
る。「だいたい 300 ｍくらい」と近い子どももいたもの
の，「１㎞はあるよ」と比較的移動距離が長い子どもも

存在していることが分かった。実際の距離が分かったと
ころで，本稿に提示した表２の資料を子どもに提示した
ところ，多くの子どもが驚いた様子であった。移動距離
が 300m の子どもから，「おばあちゃんなら 30 分くらい
かかるなんで，大変だ」といった発言があった。１㎞の
子どもからは，「45 分くらいはかかるけど，本当にたど
りつけるかなあ」と不安な声が上がった。この学習活動
をとおして，地域の地形的な弱点を把握するとともに，
避難シミュレーションを行うこともできた。

図 ３　タブレットを利用して子どもが作成した「日の出小学校防災マップ」

資料 ４　子どものノートより

図 ４　校区の白地図（一部）
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７ 　成果と課題
（１）成果
　本稿で提案した授業実践をとおして導き出すことが
できた地図指導の理論は，次の３点である。
①�　「ハザードマップ」を学習活動に位置付け , 読図力
と描図力を高めながら地図活用力を育成すること。

　ハザードナップは，第４学年の学習で扱う特徴的な
地図であり，防災や減災を目的に作成された，子ども
にとって身近な地域の情報を多く提示した地図である。
つまり，ハザードマップから情報を読み取る学習活動に
は，防災や減災といった視点から必然性が生じ，能動的
に読図力を高めることができる。また，オリジナル防災
マップを作成する活動をとおして，描図力を育成すると
ともに，地域で生きる一員であることを自覚化させるこ
とができる。このように，ハザードマップを活用するこ
とで，地域の特性を捉えながら子どもの社会認識を深め
るとともに，現実社会を生き抜くための資質や能力を子
どもに身に付けさせることができる地図指導となる。
②�　複数の情報を関連付けながら，社会認識を深めるこ
とが重要であること。

　自然災害が発生すれば，地域社会に与える影響は大き
なものである。例えば，大地震が発生すれば，津波や
液状化，地割れといった複数の被害を受ける。そこで，
想定される被害状況に関する報情報を複数の資料から
読み取り，関連付けて地域の特性をとらえ，社会認識を
深めることが不可欠であることが明らかとなった。つま
り，読図力の一つとして，子どもに複数の情報を関連付
けて捉えさせる思考を働かせることが必要である。　
③�　ＩＣＴ機器を「描図」のツールとして活用する地図
指導を展開すること。　　

　子どもにとってＩＣＴ機器が身近なツールとなった
今日だからこそ，画面で地図を作成させる利便性に気付
かせ，編集する活動が，主体的な学びを促すことが明ら
かとなった。そして，タブレットを活用することで，多
くの子どもがオリジナルマップを作成し，「描図力」を
高めることができた。
　資料５は，子どもがノートに記述した「避難する際の
行動」で気を付けたいことをイラストとしてまとめたも
のである。ハザードマップから避難経路の危険性を読み
取った子どもは，○と×の状況を示して何が違うのかを
仲間に知らせたのである。写真６は，地域の防災訓練へ
参加する子どもの様子である。地域の一員としての自覚
のもと行動できる子どもの育成を目指した実践となっ
た。

（２）課題
　社会科入門期の地図指導について，本稿では第４学年

「自然災害から人々を守る活動」に焦点を当てて明らか
にしたものの，第４学年における地図指導の全体像を示
す提案ができていない。今後の研究をとおして，第３学
年から第４学年に至る社会科入門期の地図指導の理論
を体系化したものを提案することが課題である。
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